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チ ア ・ に っ ぽ ん 　 C H E A  J a p a n

 神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って

召された人々のためには、神がすべてのことを

働かせて益としてくださることを、

私たちは知っています。（ローマ 8：28）

　ハレルヤ！　マガジン42号が完成しましたので、お届けいたします。困難は祝福の幕開けとの連載「起

業家夫妻が学んだヨブの忍耐」はいよいよ、最終回（第４回）、クライマックスを迎えています。日ごろ、

内容へのコメントは控えがちなチア・マガジンデザイナーの飯野さんから、「これまで実業家でクリス

チャンの方と出会う機会は少なく、毎回、興味深く読んでいます。私の知らないタイプの信仰の巨人で

すごく励まされています」とのコメントも、届きました。ホームスクーラー家族の証しや東南アジアで

の伝道に生きた馬場豊さん、タイに向かったサムエルさんが学んだ教育の視点ほか、情報満載です。お

楽しみに！

　いよいよコンベンションも間近になりました。今年も開催できることを心からうれしく思います。「リ

フレッシュ休息のために」「実践的な情報収集の場に」「良き交わりのために」……ほか、子どもたちの

魂の救いと育成をはかるこの貴重な機会、ぜひ、有効にご利用くだされば幸いです。どうしても来られ

ない皆さんは、ぜひ特別な祝福に満ち溢れますように、お祈りのほど、よろしくお願いいたします。

　　

チア・にっぽん代表　稲葉寛夫

　「聖書が教える結婚講座」 第三版完成！

　在庫切れが続いていた「聖書が教える結婚講座」

（ジャシュア・ハリス著）の第三版が完成しました。

適齢となり、結婚に大きな可能性を感じる相手と

の出会いまでは、いわゆる男女交際はしない、ま

たそのような相手が現れた場合は、恋愛感情で盛

り上がってしまう前に、両親等に相談したりして、

家族全体で考えていく（コートシップ）といった

テーマです。

　男女交際、そして結婚は、一生の方向性に関わ

る重要な問題です。また、この２つの問題は、今

の世の中の慣習で普通と考えられていることと、

聖書の教えとは大きな開きがあり、深い傷を生み

だしています。

　聖書の視点から、（ミリオンセラーとなった「聖

書が教える恋愛講座」の著者＆ホームスクーラー

のジャシュア・ハリスの）自らの実例をベースに

わかりやすく実践的に書いた本書は、必読の本と
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して好評を博してきました。異性関係を強く求め

始める前に、10、11 歳を含めたティーンの子ど

もたちから 20 代、30 代はもちろん、その子ども

たちを指導していく親御さん、祖父母の皆さんで、

まだ読んでない方がおられたら、ぜひ読んでくだ

さったらと思っています。コンベンション会場で

販売スタート、郵送も可能です。よろしくお願い

します。

　「聖書が教える親の道」の第二版も６月に刊行

予定です。15 年前に始まったチアの「書籍シリー

ズ」の第一弾で、多くの皆さんから「子育てにつ

いて、聖書の次に教えられた１冊」「毎日持ち歩

いて、何度も読み続けています」といったコメン

トが多く寄せられた書籍です。完成への神さまの

助けを、どうぞ、お祈りください。

　分水嶺　－　父の回復とリハビリ

　前号で、心不全と肺炎で救急車で運ばれた父の

祈りをお願いいたしました。介護で泊まり込みな

がら職場に通う妹の光子（小学校の先生）も含め

て、いやしと救いもお願いいたしました。その後、

とても良き展開が与えられました。父は今も食事

ができない、点滴だけの生活です。しかし、日ま

しに元気になり、命の危険は無くなりました。今

後、寝たきりで点滴だけの人生で過ごすのか、リ

ハビリがうまくいって、自宅で過ごしても大丈夫

な生活に戻るのか、分水嶺でもあります。続けて

お祈りいただければ幸いです。

　記憶の回復と、 チケットの安価入手

　私も６日間、帰省して少し手伝うことにしまし

た。関係者の皆さんも含め、できるだけ福音を伝

える機会ともなりますようにと祈って向かいまし

た。その前後、過去の思いがけない出会いや体験

が用いられ、神さまを讃えることの連続でした。

　まず、妹の負担を少しでも分かち合うために、

予定を２日間早めて帰国しました。

　仕事は大変でしたが順調に進み、飛行機チケッ

トも、航空会社が最初の説明を間違えたというこ

とで、「今回のお父さんの御病気との変更事情も

理解します。それで再購入で生じる差額分は、特

別に飛行機会社が負担します」ということで、最

低限の発券手続き料程度の支払いですみました。

　今回、妹の動揺は、「記憶が無くなり、意識混濁、

アルツハイマーではないかと医師に言われた」状

況が大きかったとのことでした。ところが、僕が
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ア・オリンピック実行委員長の藤井一朗さんとも

会いました。「今回来日したチックフィレーのグ

レッグ副社長の息子が、ウィルさん。僕たちに、

阪神のマートン選手やスタンリッジ投手（現在、

ソフトバンクでチームトップの５勝３敗で活躍

中）を紹介してくれた、スポーツ宣教師のウィル

さんですよ」とのこと。

　それでグレッグさんや、奥さんのメリベルさん

に御礼に行きました。「マートン選手や、スタン

リッジ投手に会わせてくれて本当に感謝でした。

二人のチア・マガジンへの掲載原稿が日本のホー

ムスクーリング展開にどれだけインパクトや励ま

しを与えたことか」「（グレッグ副社長）チアのこ

とは、ウィルから聞いていたよ。マートン選手と

は水曜日にお昼を一緒に食べることになってる」

「感謝です。ウィルは、チア・オリンピックにも

来てくれ、ボールの投げ方とかみんなに教えてく

れました」「（ウィルのお母さん笑う）ウフッ。あ、

うれしい話し、ありがとう。マートン選手たちに

とっても、チアからの取材は、きっと忘れられな

い取材になってると思うわ」。

　父のことを話し、挨拶後にすぐに弘前に向かう

必要があることを詫びました。「（グレッグ副社長）

それは大変だ。祈らせてほしい」と、その場で父

のために祈ってくれたのでした。

　牛のぬいぐるみ

　会が始まり、オープニングで僕の出番が来まし

た。日本の伝道のために来てくれた皆さんに御礼

を言い、最初、反対してくれたジョセフが「チッ

クフィレーの副社長なら行くべきだ」と急転した

話しをしたら、皆さん、笑ってくれました。長女

エミリは「アフラック」の CM が楽しいとも思って

いて、「両社の企業姿勢に敬意を持っています」と

伝えると、ポール・アフラック社長や、グレッグ

副社長が喜んでくれました。

　東北大震災の時、ホームスクーラーたちでチア

東北ボランティアチームを結成、２年越しで８度

にわたって出発しました。その際、フランクリン・

グラハム氏たちの「サマリタンズパース」にも、

いろいろとお世話になった旨、御礼もできました。

父のことを話して、早く席をはずすお詫びを言っ

てスピーチを終わりました。

　すると、グレッグ副社長が立ち上がりステージ

に来て、「お父さんのこと祈ってる。このぬいぐる

飛行機に乗っている時に父の意識は回復し、日本

に到着した時には、光子は、ほっとしていたとの

ことでした。ハレルヤ！

　ビジネスセミナーでの挨拶

　到着して２日後、クリスチャンビジネス・セミ

ナーの「歓迎の挨拶」をしに向かいました。11 月

のフランクリン・グラハム氏の武道館での大会の

前哨戦で、アメリカからガン保険等のアフラック

の社長や経済人を迎え、日本の「VIP クラブ」の

皆さんが 400 人あまり集まってのビジネスセミ

ナーを行うとのことでした。僕は、今回のような

挨拶役は、スケジュールの関係で、ずっと引き受

けていませんでした。他に、もっとふさわしい方

がたくさんおられ、自分はふさわしくないとも思

いました。でも今回は、久しぶりでもあり、今後

のチャーチ＆ホームスクーラーやチアのためにも

引き受けた方が良いかなという思いもありまし

た。

　ジョセフは最初、反対でした。「ダディ、行かな

くていいよ。LA に残って、僕と遊ぶべきだよ」「そ

うも思う。ただ、とても忙しい、いろんなクリス

チャンのみんなが各地から集まってくるんだ。た

とえば、チックフィレー（クリスチャン系のチキ

ンのファーストフード）の副社長さんとか」「え、

僕、チックフィレー、大好きだよ。ダディ、行く

べきだよ。絶対、行くべきだよ」。そうした家族の

後押しもあって、引き受けたのでした。でも、父

のことがあったりで、この判断は間違ったのかな

…とも思いました。

　マートン選手 （阪神）、

　スタンリッジ投手　（ソフトバンク） と

　グレッグ副社長

　引き受けたからには…と向かった会場。当日、

感謝なことの連続でした。まずはコンベンション

等で、いつもお世話になっている司会役の大垣昌

夫 慶應大教授が笑顔で迎えてくれました。大垣先

生は、事前のチラシで挨拶者として僕の名前を見

て、「うれしかったです」とわざわざメールをくだ

さっていました。チア・コンベンションの大阪会

場で通訳をお願いしている本間さんも来られてい

ました。

　何人か、旧知の方が話しかけてくれました。チ
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みをジョセフに渡してほしい」とチックフィレー

の牛のぬいぐるみをプレゼントくださり、その温

かい行為に感動して、固く握手して別れました。

迷って引き受けた役でしたけど、「主の山に備え

あり」で様々な出会いがあり、心から感謝した次

第です。

　門を開けてもらえなかった父

　それから６時間後、弘前の大学病院に着きまし

た。ベッドの父は、かつて相撲や陸上、山岳部で

活躍した頑強な体が、すっかり弱り、痩せてしまっ

ていました。私が着いたことを喜んだ父は、とて

も興味深い幻について話すのでした。

　父は「夢で、知人の地元新聞社の I 社長が、ク

リスチャンの何かの法事をしているのだけど、二

人の門番が立っていて、『稲葉克夫ですが…』と

何度言っても、中に入れてもらえなかった」との

ことでした。そして「神さまの恵みで生かされた

んだなー。死ぬところだったけど。（救急車は、

この 10 年で）３回めだし…神さまの恵みかな…」

とも言ってました。妹によると、倒れる１週間前

に朝日新聞と地元の新聞社の取材を受け、様々な

準備をして疲れ、また、そのことが心に残って、

地元新聞社の I 社長の幻が、現実のように思える

のだろうと悲しそうに話しました。

　天国の扉を開けるパスポート　－　

　　　　　　　　　　イエス ・ キリストと原罪の赦し

　最初の夜は再会したばかりなので、僕は聞く側

にまわりました。２日め、２週間寝たきりの父の

足をマッサージした後で、夢の話をすると、父は

その夢について再び話し出しました。父の記憶は

鮮明でした。

　「幻だったか、本当だったのか…不思議だった。

番兵さんは、鉄砲持ってたよ。いくら呼びかけて

も扉を開けないんだよ」「それは、神さまが教え

てくれた幻じゃないかと思うよ。その扉を開けて

もらうには、イエスさまを信じるというパスポー

トが必要なんだよって、神さまは伝えたかったと

思うよ。お父さん、自分の葬式が、友達のお坊さ

んへの義理があって、仏教でやらなければならな

いなら、仏教でやればいいよ。それは問題じゃな

い。問題は、人間全員そうなんだけど、お父さん

は自己中心とか、罪があって、地獄に行かなけれ

ばならないということなんだよ」「エンマ様か…」

「でも、イエスさまは、お父さんを含めて、その

罪の罰を身代りになって、十字架で死んでくれた。

そのイエスさまを救い主として信じるだけで、罪

は赦されて、パスポートもらって、その番兵さん

は、稲葉克夫さん、ようこそ！と扉開いて、永遠

の天国に入れるんだよ。神さま、お父さんのこと

も大好きで、地獄に行ってほしくないから、何度

も命を奇蹟的に救って地上に戻し、イエスさまを

信じ、神と共に歩み、地上での使命を果たすよう

に…と待ってるんだよ。イエスさまを罪からの救

い主として信じるだけでいいんだよ。葬式を仏教

でやるかどうかといったことは些末なこと。でも、

イエスさまを信じることは、とても大事なことな

んだよ」。父は黙って、聞いていました。

　記憶を消して、

　　　　　　　　痛みに耐えさせる神さまの創造

　父が初めて意識混濁というか、記憶を失い、一

時的にアルツハイマーのようになってしまったこ

とについて、父も妹もひどくがっかりしていまし

た。それで、僕も去年、木から落ちて、１日は記

憶を失った体験を話しました。「記憶を失ったこと

は神さまの助けだよ。全部、覚えてたら、痛すぎ

て耐えられなかったのではと思うよ。記憶がなく

て良かったんだよ」。初日、この話をすると、父

は少し安心したようでした。

　２日目、父に、「（妹が）記憶を失ったことを心

配してたから、同じ話しをしたよ。交通事故で足

を失った人とか、戦争で撃たれた人とか、気絶し

て、その瞬間を覚えてない人多いでしょう？」「そ

うだな」「耐えられない痛みを耐えさせるため、忘

れなさいとの指令が脳から出ると医学書に書いて

あった。神さまの業だよ。僕も去年、痛くて記憶

なくなり、変なことを口走り始め、それで救急病

院へ担ぎ込まれた。その一日は断片的にしか覚え

てない。でも、それが神さまの不思議な配慮だと

思う。もしあの痛さを全部、覚えていたら、体は

耐えられなかったのだと思う」「そうだな。そう

でないと気が狂ってしまうのかもしれないな」「そ

う神さまの業だよ」。

　２日目は、さらに父はそのことを受け入れ、安

心しているようでした。木から落ちたことも用い

られて良かったです。
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　親友　康安先生と昭文先生　－　

　　　　　　　　　　　　チアニュースレター、 手渡す

　数日して、父の中高の同級生で医師の鳴海康安

先生と薬剤師の鳴海昭文先生が見舞いに来てくだ

さいました。お昼を食べに行こうとした直前でし

た。お二人とも父の親友であると同時に、僕にとっ

ては野球部の大先輩でもあります。

　びっくりしたのは、その 30 分前、父に康安先生

の記事を書いた「チアニュースレター 150 号」を

渡したら、すぐに読んでくれ、「康安の記事のとこ

ろ、すごく面白いよ。これ、康安に読ませたらい

いよ」と言ってもらっていた矢先でした。２月に

ジョセフを連れて行ったスキー場でケガをしたの

ですが、赤ひげ先生の康安医師に診断してもらい、

久々に会えてうれしく、神さまを讃えた話し等を

書いていました。

　父はお二人の見舞いに御礼を言い、「寛夫、チア

のニュースレター、康安に渡して、読んでもらっ

て」と言うのでした。それで私は、「父の願いで…」

と笑って、ニュースレターをプレゼントすると、

「そうか、そうか。どれどれ」と読んでくださいま

した。

　「康安先生、２月のスキーのケガの時、大変、お

世話になりました。記事に書いたのですが、康安

先生の診断通り、靭帯損傷は全治３週間、その間

は静かにしていました。そして、その１週間後、

先生が出場していいよと励ましてくれたマラソン

にも出て完走できました。その１ケ月後、さらに

もう一つ、フルマラソンを完走できたほどに元気

になりました」「（昭文先生）ほう。写真出てるなー」

「（同級生会の事務局長をされ、また、同じ町内に

住んでいて、妹も何かとお世話になっている）昭

文先生にも、妹も含めてお世話になり、ありがと

うございます」

　そしてお二人に、父が見た「門に入れてもらえ

なかった」幻の話を分かち合いました。「まだ使

命があるから戻されたんだよと父に伝えました。

そして、キリストを信じ、天国に入るパスポート

ももらいつつ、まだまだ使命を果たしていく必要

があると伝えたのです。父が研究して書こうとし

ていた『モンテスキューと陸かつ南』も仕上げた

いとの志しも与えられているし」「（康安先生）そ

うだな。まだまだ使命あるからな」と豪快にやさ

しく笑ってうなずかれました。「これ（ニュース

レター）、もらっていいのかな？」「もちろんです」

「ありがとう！　足が衰えるとだめだから、でき

るだけ足、動かしてな」とアドバイスくださり、
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お二人が帰られました。

　父の妹、 りきこおばちゃんとの再会

　病院の食堂で、お昼を食べて、病室に戻ると「今、

（父の妹の）りきこが来たよ。今、行けば会えると

思う」「OK。では追いかけてみる」

　10 数年あまり会っていない、りきこおばちゃ

んを追いかけました。７階の病室から駐車場まで

走ってみると、果たして、りきこおばちゃんがい

ました。「おばちゃん、ヒロオです」「あれヒロちゃ

ん。わー、すっかり髪の毛なくなって、お父さん

と同じになったね」「そうですね（笑）」。

　そこから話しが始まり、30 分あまり立ち話とな

りました。りきこおばちゃんは、ご長男（僕とも

親しかった従兄）を無差別殺人で失うという悲し

みを体験していました。イエスさまのことを伝え

たかったので、父の見た幻の話をしました。「…そ

れでね、僕はいつもお父さんにイエスさまを信じ

てって、言ってるでしょう（笑）？　その事だよ

と伝えたんだ」「そうか (^^)」。りきこおばちゃん

も笑顔で聴いてました。

　去年、枝が折れて木から落ちて、１日、記憶を

失ったけど、痛みを忘れ、耐えるためには良かっ

た話もしました。すると、りきこおばちゃんは真

顔になり、「そうかもね…。私も、（事件の後）記

憶が無くなったの。それも痛みを忘れるためだっ

たのかもしれないね」「そう。父もそうでなけれ

ば気が狂うほどの痛みだったのかもしれないって

言ってたのだけど、神さまの不思議な対応策なの

かもと思う」「そうだね…」

　母の兄にあたる滋おじちゃんも、父や妹を心配

し、お見舞いに来てくださり、電話でですが、久々

に話すことができて感謝でした。

　A 看護師との励まし合い

　看護師さんの A さんを通しても、父を含めて、

深い話しができました。A さんの育った B 村には、

父が長く通勤した高校があり、父は、その村の地

理に通じていました。B 村は、弘前よりは遠く離

れているので、A さんは、弘前でそのような方と

初めて会ったと感激し、父に心を開き、いろんな

話しをしてくれていました。

　Aさんは、B村の近くの C農業高校に通っていた

のですが、その C高校もまた、僕が２－３歳の頃、

父が勤務し、我が家が長屋住まいをしていたので、

僕にもうっすらと思い出がありました。10 歳ぐら

いの時、C農業高校を訪ね、牛を初めてそばで見て、

その記憶もはっきりと残っていました。

　A さんは私にもいろいろと話してくれ、共通項

がたくさんあり、話がはずみました。A さんは上

尾市の看護学校に試験で落ちたけど、心意気を買

われ、追加募集で合格できたこと。最近、チアの

ホームスクーラーで看護学校をめざし、少し受験

を手伝ったので、ちょっと状況がわかりました。

その学校の主催者は、女子バレーの Vリーグのチー

ムを持っていて、そのチームに知人のお嬢さんで

元全日本の選手が入っていました。勤務した病院

の隣り町には、チアのアドバイザーにもなってく

れている石黒医師夫妻の自宅があり、長男真祈史

が生まれる時、前後４ケ月、居候していたので、

少し、町の様子もわかりました。

　A さんは８人兄弟で３人は聾唖者だとのことで

した。「お父さん、お母さん、偉いね。大変だった

ろうに、８人も子どもを産んで、育てて」「そう。

私の兄弟に３人の聾唖者がいたお陰で、人を助け

る仕事をしたいと思ったの」「そうだよね。看護学

校、追加募集で A さんに声がかかったのは、そう

した心がきっと試験官の心に残ったのだと思う」

「稲葉さんは、御兄妹は２人ですか」「いえ。元々

は３人だったのだけど、末の妹は 17 歳の時に、突

然の喘息の発作で亡くなったんだ。当時、バトミ

ントン部とかで活躍していて、本当に信じられな

かったんだけどね。ね、お父さん」「おれの過ちな

んだ」。父は体は動かせないのですが、目から涙が

流れました。

　父は、お京が早朝「心臓が苦しい」と父を起こ

しに来て、倒れた時、びっくりして、タクシーを

呼び、かかりつけの近くの病院に行きました。B

医師は、「これは救急車だ」と、そこから救急車を

呼んだものの間に合わず、お京は亡くなりました。

「あの時、救急車を呼んで、心臓に電気ショック

とかしてもらえば、お京は死なずにすんだのに…」

というのが父の痛みになっているのでした。「お父

さん、そんなことないよ。神さまは、お京を早く

天国に呼んだんだよ。それも神さまの計画の中に

あって、お京は、地上での使命を全うしたんだよ」

「（A看護師）その通りだと思うよ」

　父は 20 年あまり、お京のお墓に毎朝、往復８キ

ロぐらい歩いて通って、涙を流してから通勤する

のが日課でした。
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　「お父さん、20 年近く、お京のお墓に歩いていっ

たでしょう？　８キロぐらいかな。それがお父さ

んの体力をさらに鍛えて、今回も命を取り留めた

んだと思うよ。だから、お父さんはまだ使命があ

るよ。そして、イエスさま信じて、お京が待って

る天国に行く必要があるよ。お京は、10 歳ぐらい

の時、自分から教会に行きたい！って言って、お

父さんから場所を聞いてバスで半年ぐらい通った

んだよね？」「そうだ」「それで僕は、当時の日曜

学校の先生を探し出して、実際に会って、お京の

様子を聞いてみたのです。お京のこと、覚えてて

くれて、しっかりイエスさまを信じて、讃美歌を

元気に歌ってましたと言ってくれたのです」「（A

看護師）そうでしたか」「天国で待っててくれてる

し、僕たちの応援してくれてるよ。A さんもぜひ、

イエスさまを救い主として信じてくださいね」「え

え。私も B 村のことを考えると、イエスさまのこ

とは、しっかり心に留めておかなければと思って

いるのです」「え？」「B 村には、たくさん聖書の

看板が貼られているのです。伝道者の方々がよく

来てくださって。村の人たちも多くの人々が聖句

の看板を好み、村中にたくさん貼られているので

す。だから B 村は、クリスチャンの村みたいな感

じで、私はそこで育ったのですから、そのことを

忘れないように…と思っているのです」「あ、その

伝道者の皆さん、僕はよく知ってますよ。宮城県

から来ておられる方々ですね。僕は、子育て支援

の仕事というか、学校任せにしないて親が責任を

持って育てていく、ホームスクーリングという聖

書に基づく育て方を励ます団体を主宰しているの

ですが、その仙台の方々は、この 15 年、心を一つ

にして、その働きを応援してくださっているので

すよ。再来週もコンベンションがあって、30 名ぐ

らいの方々が来てくださって、いろいろと手伝っ

てくれるのですよ」「わー、すごい。不思議ですね」

「本当に不思議です。A さんの話をしたら、みんな

喜ぶと思う」「そうでしたか…。私の村は、本当に

聖書の看板が多いので、私はそのことを忘れない

ように…と思ってるのです」「ぜひ！　イエスさま

を、自分の罪の救い主とただ信じるだけで、罪が

赦され、永遠の命が与えられ、また、神と共に歩

む新しい人生が始まります。ぜひ、A さんも、信

じて、歩んでください」「わかりました。そのよう

にしますね」

　「国会へ行こう！」 の下田参議院議員の

　　　　　　　　　　御主人の病院 （リハビリ） で

　不思議な出会いは続きます。入院先の大学病院

の C医師から、退院後、食事ができるようなリハ
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ビリをしてくれる病院を転院先として、紹介して

もらいました。「下田クリニック」。行き先が決ま

りかけた時、父がウィルスを持っていることが判

明し、「もしかすると院内感染を避けるために、断

られるかもしれません」と C 医師から光子に話し

があり、光子はがっかりしたとのことでした。

　聞くと、「下田クリニック」とは、「チア・国会

へ行こう！」という企画で、100 人単位で数度、

国会を訪ねた時に世話してくれた下田あつこ参議

院議員（当時）の御主人が院長の病院なのだそう

です。

　それで光子と二人で相談に行きました。何人か

医師がおられるようで、下田院長に会える日なの

かわかりませんでしたが、名前を呼ばれていくと、

下田院長でした。快く、受け入れてくださる方向

で話が進みました。

 その中で、「（今、容体等を話した）光子は妹で、

私は兄です。実は、東京の国会の方で下田先生に

ずいぶん、お世話になりました」「あ、そうでした

か。どのような？」「私は子育て支援というか、ホー

ムスクーリングという学校任せにしないで、親が

責任を持って育てていく聖書が教える教育を啓蒙

する団体を主宰しています。その皆さん、100 人

あまりで、何度か国会を見学させていただき、下

田先生が全部、その案内をしてくださったのです。

大変、お世話になりました」「そうでしたか。今は、

政界は引退し、学園長として走り回っていますが、

稲葉さんたちの話しを聞いたら、きっと喜ぶと思

います」「はい。私たちの子どもたち含めて、み

んな下田先生のことが大好きなのです。みんな励

まされ、とても良い時間を持たせてもらいました」

「いやあ、そのような、もったいないお言葉はあて

はまらない、と思いますが…（笑）。でもきっと喜

びます。今日、家に帰ったら、必ず、伝えますね」

　妹はその話しを父に報告しました。「（光子）超

多忙の議員生活が長いのだから、家庭では夫婦関

係が難しいケースも多いと思う。でも、仲が良い

ようで、お兄ちゃんが話したら、とってもうれし

そうに、どのようなお世話しましたか、と自分か

らいろいろと尋ねてくれたり、家に帰ったらすぐ

に話しますと、心から喜んで話されてたよ」

　落ち着いて仕事を！

　神さまに、伝道の機会が与えられますように、

と祈っていましたが、直接、間接、これまでの歩

みが関係してくる様々な出会いと種まきと心から

の交わりの時が次々と与えられ、驚き、感謝した

のです。

　６日後、父と妹に励まされて、僕は東京へと戻

りました。その週末、再び、弘前に戻ろうかと思

いましたが、「お父さんは、落ち着いて、仕事をしっ

かりやれと言っている」とのことばを尊重し、仕

事のあった旭川に向かいました。

　さらに３日後の今日、数日前から熱が出て、思

考が混乱し、妹の光子はがっかりしていると連絡

がありました。

　父や妹、また関係する多くの人々がイエスさま

を信じられるように、２人とも体調が支えられ、

そして、父は寝たきりで点滴だけの人生ではなく、

食べるリハビリと歩くリハビリを行って、神さま

の栄光を現していけるように、お祈りください。

　すべてのことが益となって （ローマ 8 ： 28）

　ローマ人への手紙に書かれた、聖書のことばを

思います。「神を愛する人々、すなわち、神のご計

画に従って召された人々のためには、神がすべて

のことを働かせて益としてくださることを、私た

ちは知っています（ローマ 8：28）」

　神さまの御手の中で、僕らの思いをはるかに超

えた出会いや出来事が、組み立てられていること

を覚えます。この素晴らしい神さまのことを、日

本中、世界中に伝えられるように祈る日々です。

そして、自分の歩みが、不完全で不十分であって

も、悔い改めつつ、神さまの恵みとあわれみの中

で、益と変えられていくことを、心に刻んで行け

ればと思っています。

　来たるコンベンション、ぜひ、一緒に祝福され、

休息も情報も交わりも得て、強められ、さらに強

く雄々しく神さまにあって歩んでいければと思っ

ています。どうぞ、ご参加ください。また何かの

理由で、今回は来られない皆さんは特別な祝福が

満ち溢れるように、特別に祈り続けてくだされば

感謝です。

　皆さまへのますますの祝福を祈っています。

感謝しつつ

稲葉　寛夫
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第 4 回

聖句書道掛け軸展
       　　　＜応募要項＞

 ■テーマ ： 聖書からのテーマをもとに、

　　　　　 内容は自由。

 ■対　象 ： どなたでも OK!

 ■サイズ ： 八つ切りサイズ

 ■応募方法 ： 作品に名前を書き、 

   掛け軸に貼った状態でお送り下さい。

  * 掛け軸はチア事務局でも購入できます！

　　1個 540 円＋送料 400 円。

    　　　　お申し込みはチアまで。

               FAX:03-6862-8648

               Email:office@cheajapan.com

 ■応募締切 ： 6 月 9 日（火）延長しました！

 ■送付先 ： 東京都東村山市栄町 1-5-4-103

　　　　　 チア・にっぽん事務局

  コンベンション会場で展覧会が行われます！

第 6 回　チア・にっぽん杯

絵画コンクール

 ＜応募要項＞

■テーマ ： 聖書のストーリーから題材を取り、　

         自分のイメージを絵画にしてください。

 ■部　門 ：（１）幼稚園の部　（２）小学生の部

　　　　　 （３）中高生の部　（４）一般の部

 ■サイズ ： 自由

 ■応募方法 ： 作品の裏に、氏名（フリガナ）、

  住所、学年、年齢、性別、電話番号、絵のタイトル、

　その絵を描いた理由（100 以内）を書いて、

　お送り下さい。

 ■応募締切 ： 6 月 3 日（水）延長しました！

 ■送付先 ： 東京都東村山市栄町 1-5-4-103

　　　　　 チア・にっぽん事務局

  コンベンション会場で表彰式が行われます！
作品はコンベンション、キャンプ、白馬セミナー
の会場で展示されます！

☆ チ ア ・ コ ン ベ ン シ ョ ン 2 0 1 5 ☆

　 　 　 　 　 大 阪 ： ６ 月 ５ 日 （ 金 ） 、 ６ 日 （ 土 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 阪 府 羽 衣 青 少 年 セ ン タ ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 大 阪 府 高 石 市 羽 衣 公 園 丁 ）

　 　 　 　 　 東 京 ： ６ 月 １ ２ 日 （ 金 ） 、 １ ３ 日 （ 土 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 神 園 町 3 － 1 ）

    家族 ・ 教育の聖書への回復！　どなたでも大歓迎！　　

昨年参加　７４０名！　講師約３０名、約８０の基調講演・分科会！

聖書が教える教育の本格派コンベンション！

●ここ数年ずっと行かなかったので、コンベン

ション出席を迷っていましたが、最近、下の子

のいじめの問題等で、やや疲れていました。前

回のニュースレターに、「休むつもり」で行って

いいと書かれてあったので、決めました。

　　　　　　　　　　（埼玉・三郷市　Ａさん）

●お友達のママですが、チアコンベンション

に行くことを決心されました (*^^*) ネットで

ニュースレターを読まれ、行くことを決心さ

れました ･*:.｡..｡.:*･'(* ﾟ▽ﾟ *)'･*:.｡. .｡.:*･　　

　　　　　

                            （奈良・御所市　Ｂさん）

ま
だ間

に
合
い
ま
す
！
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に
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9:10 受付開始　Doors open

9:25 プロムナード　賛美　praise & worship

9:35 挨拶と祈り　稲葉寛夫（チア・にっぽん代表）　greeting & pray Hiro Inaba (Chea Japan)

9:50 基調講演１ 「ホームスクーリングの中で、私たちを変える神の愛の力」 ノーム・ウェイクフィールド
10:50 　keynote 1 " The Transforming Power of  God’s Love in Homeschooling" Norm Wakefield

11:00-30 基調講演２　「大事な決心」 ピリポ・ブローマン

11:35-40 インフォメーション　 information

11:40 昼食　lunch

13：00‐35

13:40 分科会１　workshop 1
1-A 「家族に対する神の青写真－家庭を基盤とした弟子訓練」 ノーム・ウェイクフィールド

 "God’s Blueprint for the Family: Home-based Discipleship" Norm Wakefield
1-B 「チャーチ＆ホームスクーリング－必ず聞かれる20の質問」 稲葉　寛夫
1-C 「恵みの拡大～ホームスクーリング11年目の伊藤家のありのまま」 伊藤　義和＆こずえ
1-D 「愛の鞭」 ピリポ・ブローマン
1-E  慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫

14:30

14:45 分科会２　workshop 2
2-A 「イエス・キリスト－人生の嵐の中で下ろす錨」 ノーム・ウェイクフィールド

　"Jesus Christ：The Anchor in the Storms of Life" Norm Wakefield
2-B 「チャーチ＆ホームスクール１０年目」〜父の愛を受けて安息する〜 山川　哲平＆真紀子
2-C 「聖書の和敬清寂」 大久保　みどり
2-D 「神さまに頑張っていただく子育ての方法」 藤田　桂子
2-E 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫
2-F 「うつ病を通して教えられたこと」 「主の御前から回復がくる」 稲村　直喜＆真由美

15:35

15:50 分科会３　workshop 3
3-A 「 聞く耳－学習者としての基本」 ノーム・ウェイクフィールド

 "Ears to Hear: The Foundational Lesson for Learning " Norm Wakefield
3-B 「言語の起源　創世記10:1-14, 11:1-9」 宇佐神　実
3-C 「祈りの家、チャーチ&ホームスクール〜礼拝者から伝道者へ〜」 山川　高平＆久子
3-D 「これから世界で起こること」 ピリポ・ブローマン

3-E 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫

16:40

16:40 インフォメーション＆祈り　information & pray

慶大実験

大　阪　会　場　6月5日（金）

賛美　＆　インフォメーション　＆　献金　worship & information & offering

チ ア ・ コ ン ベ ン シ ョ ン 大 阪 　 ス ケ ジ ュ ー ル
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9:00 受付開始　Doors open

9:10 プロムナード　賛美　praise & worship

9:15 挨拶と祈り　稲葉寛夫　　greeting & pray Hiro Inaba

9:25 基調講演３ 「親が子どもに語る最も効果的な言葉」 ノーム・ウェイクフィールド

10:25 　keynote 3 "The Most Powerful Words a Parent can Say" Norm Wakefield

10:35 分科会４　workshop 4
4-A 「母としてティーンの息子たちと（あるいは自分 ノーム・ウェイクフィールド

  　　の夫がティーンの息子のように振る舞うとき）どう関わるか？」 Norm Wakefield
”What’s a Mom to Do with Teenage Sons

　　 (or husbands when they act like one)?”
4-B 「創世記と漢字の起源  創世記10:15-17, 11:1-9」 宇佐神　実

4-C 「主が歩ませてくださった12年間－田中家・那須家の子どもたち7人－」 那須　清志＆百合美
4-E 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫
4-F 「我が家のホームスクール、悔い改めと感謝」 浦上　豊秋＆悦子
4-G 「伝道について」 ピリポ・ブローマン

11:25

11:30 昼食　lunch

13:05 賛美＆絵画表彰式＆インフォメーション＆自由献金

13:30 worship & awarding ceremony of painting contest & information & offering

13:35 基調講演４　「福音のインパクトを与える未来世代ー 稲葉　寛夫

14:05 　　　　ソーシャルメディアほか、支配力からの自由と強い目的に向かって」

14:20 分科会５　workshop 5　

5-E 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫

5-F 「父母から受けたしつけと教育」 ナタン・ブローマン

5-G 「子どもをしつける時の希望の力」　 ノーム・ウェイクフィールド
  "The Power of Hope in Discipling your Children " Norm Wakefield

5-H 「世界観（World View）」 ピーター・ブロックソム

5-体１ 「人ではなく、神を恐れよ 岡田　恵理也＆愛

　　　　～ホームスクーリング移行期の導きと葛藤と恵み～」

5-体２ 「チーム松岡、七種類の人間」 松岡　淳裕
15:10

15:25 分科会６　workshop 6
6-E 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫

6-F 「親の役割」 太田　仁一

6-G 「永遠の視点から行うクリスチャン家庭教育] ノーム・ウェイクフィールド

  "Christian Home Education from an Eternal Perspective " Norm Wakefield

6-H 「生涯倍加する弟子作り －2テモテ 2：2－  パートⅡ 」 森山　 剛＆有佳子

6-体 「ホームスクールのダメダメ日記―４年間の反省とこれから」 竿代　健
16:15

16:40 フィナーレ　＆　チルミニ賛美　finale & children choir
17:10

大　阪　会　場　6月6日（土）
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チ ア ・ コ ン ベ ン シ ョ ン 東 京 　 ス ケ ジ ュ ー ル

8:40 受付開始　Doors open
9:25 プロムナード　賛美　praise & worship
9:35 挨拶と祈り　稲葉寛夫（チア・にっぽん代表）　greeting & pray Hiro Inaba (Chea Japan)

9:50 基調講演１ 「ホームスクーリングの中で、私たちを変える神の愛の力」 ノーム・ウェイクフィールド

10:50 　keynote 1 " The Transforming Power of  God’s Love in Homeschooling" Norm Wakefield

11:00-30 基調講演２　「大事な決心」 ピリポ・ブローマン

11:35-45 インフォメーション　information

11:45 昼食　lunch

13:05-30 賛美　＆　インフォメーション　＆　献金　worship & information & offering

13:45 分科会１　workshop 1
1-A 「家族に対する神の青写真－家庭を基盤とした弟子訓練」 ノーム・ウェイクフィールド

 "God’s Blueprint for the Family: Home-based Discipleship" Norm Wakefield
1-B 「言語の起源　創世記10:1-14, 11:1-9」 宇佐神　実
1-C 「チャーチ＆ホームスクーリング－必ず聞かれる20の質問」 稲葉　寛夫
1-D 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫
1-E 「親の役割」 太田　仁一
1-F 「森脇家の新たなステージ」 森脇　弘隆＆由美子
1-G 「ありの～ままで～♪…、我が家のホームスクールをお話しします！」 伊澤　聡一郎＆恵美

14:35

14:50 分科会２　workshop 2
2-A 「イエス・キリスト－人生の嵐の中で下ろす錨」 ノーム・ウェイクフィールド

　"Jesus Christ -The Anchor in the Storms of Life" Norm Wakefield
2-B 「急速に低年齢化する子どもの性行動の実態と親の取組み」 辻岡　健象＆敏子
2-C 「ホームスクーリングと弟子訓練」 梶山　直樹＆志津
2-D 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫
2-E 「愛の鞭」 ピリポ・ブローマン
2-F 「心の自信」 藤井　一朗
2-G 「ホームスクーリングの実（７年たって…）」 堀井　洋二

15:40

15:55 分科会３　workshop 3
3-A 「子育てにおける親の謙遜の力」 ノーム・ウェイクフィールド

　"The Power of Humility in Parenting" Norm Wakefield
3-B 「神さまに頑張っていただく子育ての方法」 藤田　桂子
3-C 「父母から受けたしつけと教育」 ナタン・ブローマン
3-D 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫
3-E 「チア・サポートスクール（CSS）」 堀井　卓・宮崎　聡

3-F 「発達障害とホームスクール」 辻　寿＆奈央子

3-G 「ありの～ままの～♫　谷井家チャーチ&ホームスクーリング１年目」　 谷井　涙賀＆玲子
16:45

17:00 夕食　dinner

18:45

21：00 　

東　京　会　場　6月12日（金）

　賛美＆自己紹介＆アップデートタイム　Update　Time　　　慶大実験
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8:40 受付開始　Doors open
9:10 プロムナード　賛美　praise & worship

9:20 挨拶と祈り　稲葉寛夫　greeting & pray Hiro Inaba

9:30 基調講演３ 「親が子どもに語る最も効果的な言葉」 ノーム・ウェイクフィールド

10:30 　keynote 3 "The Most Powerful Words a Parent can Say" Norm Wakefield

10:50 分科会４　workshop 4
4-A 「母としてティーンの息子たちと（あるいは自分 ノーム・ウェイクフィールド

  　　　　　 の夫がティーンの息子のように振る舞うとき）どう関わるか？」 Norm Wakefield

4-B 「フェリーチェ玉村国際小学校開校まで」 田村　正幸

4-C 「創世記と漢字の起源　創世記10:15-17, 11:1-9」 宇佐神　実

4-D 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫

4-E 「これから世界で起こること」 ピリポ・ブローマン

4-F 「ホームスクーリング。だから…考えたこと 髙倉　正＆幸子

　　　　　　　　　　　　     ／考えずに済んだこと。『子供たちとの15年』」

4-G 「神様が育てて下さいます－我が家のホームスクーリング３年間の歩み」 オモルイ　節子

11:40
11:40
13:00 昼食　lunch

13:00 賛美　＆　絵画表彰式　＆　インフォーション　＆　献金

13:30 worship & awarding ceremony of painting contest & information & offering

13:40 基調講演４　「福音のインパクトを与える未来世代ー　 稲葉　寛夫

14:10 　　　　ソーシャルメディアほか、支配力からの自由と強い目的に向かって」

14:30 分科会５　workshop 5
5-A 「子どもをしつける時の希望の力」　 ノーム・ウェイクフィールド

  "The Power of Hope in Discipling your Children " Norm Wakefield
5-B 「ホームスクーラーの社会性は大丈夫！一緒に社会性について考えましょう」 井上　正人＆知恵
5-C 「世界観（World View）」 ピーター・ブロックソム
5-D 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫
5-E 「主に導かれて、のんびりホームスクール」 小西　辰則＆智恵美

5-F 「恵みの中のホームスクール」 成瀬　太郎＆由紀子
5-G 「親の心を子に向けさせ、子の心を御父に向けさせて 赤津　裕治＆めぐみ

　　　　　　　－ホームスクールは家長の父がリーダーとしてリードする－」

15:20

15:35 分科会６　workshop 6
6-A 「永遠の視点から行うクリスチャン家庭教育] ノーム・ウェイクフィールド

  "Christian Home Education from an Eternal Perspective " Norm Wakefield

6-B 「父から子に伝えるもの－ホームスクールの心」 グレッグ＆とも子　スミス

6-C 「家族が良いコミュニケーションを持つために」 藤田　桂子

6-D 慶應義塾大学　経済実験（要予約） 赤林　英夫・大垣　昌夫

6-E 「伝道について」 ピリポ・ブローマン

6-F 「４年目突入、昨年度の気付き～「何をするか」から「何をしないか」へ～」 志賀　信泰＆麗子

6-G 「我が家のターニングポイント」 藤原　樹里

16:25
16:45-17:20 フィナーレ　＆　チルミニ賛美　finale & children choir

東　京　会　場　6月13日（土）
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　星野富弘さんの詩を用いた讃美歌を、チル

ミニ賛美リーダーの山川哲平さんが作曲！今

年のチルミニ賛美で練習予定です。東京コン

ベンション終了後、星野富弘さん昌子さんご

夫妻の前で賛美予定です。大阪・東京どちら

かのコンベンションで練習された子どもたち

は、誰でも参加ＯＫです！

　（東京コンベンションの翌週、場所はとみひろ

美術館を予定。富弘さんの体調によります。）

＊希望者は、チア事務局までご連絡ください。

　NPO大阪自然史センターより講師に米澤里美さんをお迎えしま
す。動物の体の中がどうなっているのか、実際みんなで見て触っ
て感じてみよう★
　普段なかなか見ることのできない体の中ですが、内臓・血管・
筋肉・骨などがあり、それぞれの役割にあった形をしています。
既に死んでしまった動物の体の解剖実験を通して、動物や私たち
人間を精巧に造られた神様の素晴らしさを体験しよう！

　　　実施日：２０１５年６月５日（金）午後
　　　　　　　分科会１のチルミニの時間帯に
　　　　　　　子供たち向け（2歳～ 18歳）で開催！

＊米澤里美さんは、チアスタッフ米澤輝美さんのお姉さん。現在、
大阪の長居にある大阪自然史博物館にて子供たちのワークショッ
プなどを担当し、動物や植物のことを人々に伝える働きをしてい
ます！

「銀色のあしあと　三浦綾子・星野富弘」

　　　　　（いのちのことば社刊）より

　 ご参加お待ちしています！
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☆自己紹介＆アップデートタイム☆
at　東京コンベンション

《　6月 12 日（金）　18：45 〜　大ホールにて予定　》

　東京コンベンションにて、初日の夜、自己紹介＆アップデートの時を持ちます！　
　皆さんをより知ることができると共に、励まし合えます！ぜひこの機会にご参加下さい♪
　各家族の持ち時間（予定）は 40 秒（or 個人：30 秒）！　
　終了後、各地域ごとのミーティングも計画中。
　
　名簿作成の関係上、参加ご希望の方は、以下の申込事項を明記し、
　Eメール（office@cheajapan.com）または、FAX（03-6862-8648）までお申込みください。

参加者お名前（　　　　　　　　　　）　（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）
　　　　　　 （　　　　　　　　　　）　（　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　）

一言アピール欄

大阪コンベンションにて

他のクラブ・団体等の皆さんも募集中です！
　　♪チアオフィスにご一報ください♪
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♪ボイス＆メール長編特集！第２回♪

　本日は西武線にて思いがけず稲葉さんにお会い

できて驚き、また主からの励ましを受けました。

小学校との話し合いは、副校長と新しい担任の先

生が同席して行われました。息子も連れて行きま

した。

　はじめに「私たちはかねてからキリスト信仰に

基づいた教育を子どもに与えていきたいと思って

いましたが、今回、実行に移すことを決断いたし

ました」と宣言し、今回アドバイスいただいたチ

アのマガジンの記事に付箋をし、テーブルに並べ

ました。また、送ってくださった朝日新聞の記事

を手渡し、お話をしました。

　その結果、「学校としては、そこまでご両親が

決心なさっているのなら、止めることもできない

し、尊重します。学校としても息子さんのために

できることはしたい」「籍を置いてくれたら、教

科書もお渡しできます。でも決して運動会や遠足

に来てくださいとは強いません」「教育委員会に

は私から話しておきます。話が終わったら、また

お電話します」と、始終和やかに終わりました。

　今回、A 副校長先生のお人柄にも助けられ、非

常にスムーズに移行できました。すべては主によ

って整えられました。息子も非常に安心し、喜ん

でいます。学校も楽しかったようですが、やはり

どこかで無理をしていたのかな、と思います。

　これからがスタートですから、今後もどうぞよ

ろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　Ａさん 

  

　

　

　校長から「美術館や習い事感覚で利用してくれ

たらいい」と言われ、普段は学校に行かないけれ

ども、息子が好きな図工の時間や、芸術観賞会な

ど、直接電話でご案内がある場合はその都度検討

し、月に数日は登校させている状態です。これか

らもこのスタイルでいくのかどうかは、祈りつつ

導きを求めていくつもりです。　　　　　Ｂさん

＋＋＋＋＋＋＋

（稲葉より）

　学校に関しては、２足のわらじは、いろいろと

影響も出てくると思います。

　確かにいろいろな体験もできて良いチャンスも

あるけれど、同時に、子どもたち同士の関係等、

ネガティブな影響が出てくることもあると思いま

す。良くない体験であればもちろんですが、逆に

楽しい場合、地道なホームスクーリングの根源的

な目標や利点を見失い、蔑視するようになったり、

W スタンダードで二つの顔を使い分けたり、親

に反抗したり、さげすんだりするようになりやす

い傾向があります。また、友達と話しが合うゲー

ムやソーシャルネットワーク、テレビ、音楽ほか

の趣味に走っていって、いつしか、目指していた

ホームスクーリングの強い目的や力が、そぎ落と

されていくリスクです。

　また学校への送迎にエネルギーを取られ、本来

のホームスクーリングと主従関係が逆転しがちに

なり、学校の方を辞めたというケースも聞きまし

た。ダウン症等、障害を持っておられるお子さん

をホームスクーリングしているご家庭で、先生が

定期的に勉強や運動のケアをしてくださるケース

の場合は、いろいろと助けがあって良かったとの

報告もあります。それは、個人的には賛成してい

ます。ですから、公共からのヘルプが、全部だめ

ということではありません。我が家のジョセフ等

も、東村山市役所でやっている帰国子女の日本語

クラスに参加したりして、助けられています。バ

ーバンク市が行っている水泳や野球やテニスクラ

ブにも参加しています。そうしたチャンスは前向

きにとらえたらと思っています。

　でも、学校という集団の中に入れていく場合は、

上記のようなリスクがあり、部分参加がそのまま

本参加となり、ひさしを貸して母屋をとられそう

　 学校教育委員会、和やかに終わる

学校とホームスクールの
　　　　　　　　　二足のわらじについて
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になる結果も出てくるケースも多く、学校への部

分参加を選んでも、途中で辞めているケースが、

実は多いです…。そのあたり、各状況によって、

違う面もあるとは思います。ぜひ祈りつつ、導き

を求めてくださればと思っています。ただ、どの

ようなご決断をされても、チアとしては応援して

います (^^)。　　　　　　　　　　　　　

＋＋＋＋＋＋＋ 

　この質問をさせていただいた時点では、漠然と

このまま２足のわらじを履いて行くのかなと考え

ていたのですが、ご指摘には色々と考えさせられ

ました。特に、学校の部分参加が楽しすぎた場合

に起きうる子どもへの影響、また、学校と親との

主従関係について。主人とも話し合った結果、来

年度からは部分参加なしでやっていくことになり

ました。我が家は、下に兄弟も控えているので、

これからの道備えをしていくためにも、そうした

方が良さそうです。学校側には、感謝を伝えつつ、

来年度の引き継ぎも見据えて、「これからは一本

化したい」旨をお伝えしようと考えています。が

っかりされるでしょうし、批判もあるかもしれま

せんが、こちらも祈りつつ備えて行こうと思って

います。　　　　　　　　　　　　　　Ｂさん　

その後、５ケ月が経って…

　ホームスクーリングを始

めて早いもので 5 ヶ月経ち

ました。ここまでこられた

のも神様の憐れみのおかげ

です。試行錯誤が続く中、

特にニュースレター 149 号

のボイス & メール特別編に

励まされ、救われました。「聖

書の学びの時間が週３日で

も十分」というところです。

　９月から、子どもとの礼

拝時間を毎日の必須科目に掲げ、走ってきました。

でも、７歳、５歳、３歳の双子と、まだ集中でき

る時間の短い子どもたち相手では、ちょっかいの

出し合いや物の取り合い、泣いたり叫んだりが日

常茶飯事で…。やり方が間違っているとわかって

いても、どうすれば子どもたちをきちんと治めら

れるのかわからず、情けない思いに襲われて、正

直言って、私が一日で一番イライラする時間でし

た。子ども達をおとなしくさせようと思うと凄～

く怖い雰囲気になってしまい…、もはやこの時間

は一体何のために？という状態で、心身共にへと

へとでした ( 泣 )。それに加え、しばらくは、学

校の時間割を気にして気合いも入っていた分、自

分も子どもも、色んな意味で不必要な頑張り方を

していたのでは、とようやく気付かされたのです。

　今は、聖書の学びを楽しく生活に溶け込ませる

ことを目標に、長男が毎朝、「みことばチャージ」

と称して聖句を一節、ノートに書き写し、私がそ

れを用いてショートメッセージをし、みんなで暗

唱にもトライしています。誉めてあげると、４人

ともとても喜びます。また、雨の日以外は散歩や

公園遊びの時間を少なくとも 1 時間くらいはた

っぷり作ることで、生活リズムや学習の集中力に

も好影響を与えているようです。

　こうして、少しずつ、我が家ならではのホーム

スクーリングをし、ゆくゆくは我が家ならではの

伝道の仕方を、祈りつつ探して行けたらと思って

ボイス＆メールに

　　　　  励まされて

ジョイランにて
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います。もっとみことばと祈りによって親である

私たち自身が整えられていくよう、神様を仰いで

歩んでいきたいです。　　　　　　　　Ｂさん

　世田谷区の平岡です。白馬セミナー以来ですが、

主の守りの中、ホームスクールに向けて環境を整

えられ、いよいよ長男のホームスクール（小学校）

スタートとなります。入学式までの経緯を簡単に

ご報告いたします。

　今年の１月に学区の副校長に連絡を入れ、その

まま教育委員会に電話連絡。電話ではうまく伝え

きれずヒートアップしてしまい、２月に会って話

すことになりました。準備期間が与えられ、チア・

マガジンに付箋を付け、山のように持って行きま

した。妻と次女の三人で臨みました。

　準備を整えた上で、ルカ 21：14、15 を祈っ

て読みました。「それで、どう弁解するかは、あ

らかじめ考えないことに、心を定めておきなさい。

どんな反対者も、反論もできず、反証もできない

ようなことばと知恵を、わたしがあなたがたに与

えます。」

　厳しい話もありましたが、結果、「お考えは分

かりました」と言ってくださり、就学通知書の返

信欄、欄外に、「ホームスクールで教えます」と

書いてください、と言われました。核心部分の

話が終わると、次女（12 月に生まれた４人目で

す！）に優しい眼差しを向けるなど、雑談も交え、

終始平安をもって終えることができました。

　教育委員会や学校への説明を通して、ハッと気

付かされたことがあります。それは、公の場で私

たちの立場を明確にしておくことは、子どもへの

真実な対応の一環だったということです。結果と

して教育委員会から学校に、私たちの希望を伝え

てもらい、意思を尊重した形でスタートを切るこ

とができました。

　それと白馬では大きなお腹で参加していました

が、次女（４番目）が昨年 12/20 に産まれまし

た。主を礼拝し、主を愛する女の子になるように

と礼愛（れいあ）と名付けました。ただ、軟口蓋

裂の症状を持って産まれたため、授乳に難があり、

２歳、４歳、６歳の子どもたちとの生活にゆとり

が無くなりました。このような中で、忙しい仕事

を抱えつつ、４月からホームスクール開始…のは

ずでした。しかし、ここでも主が環境を整えてく

ださいました。会社の理解も得られ、4/1 から

礼愛の 1 歳の誕生日までの期間（約８カ月）、育

児休業を頂くことができました。引き継ぎは大変

でしたが、19 年間勤務してきた会社を長期休業

できました。

　あらゆる環境を整えてくださる主によって、長

男のホームスクーリングに専心できています。感

謝をもってご報告をいたします。

　準備したマガジンの記事と、実際に教育委員会

で開いた記事を、記載します。

＜実際に説明に使用した記事＞

● 2 号　Ｐ 23　ファミリービジョン代表　ダ

グ・フィリップ　教育の自由（アメリカの教育論

争と自由権の獲得について）● 3 号　Ｐ 38　民

しっかり準備で、教育委員会・

             学校側との話し合い、順調に展開！

   次女、礼愛ちゃんの軟口蓋裂は

　　　　　　　　　  神さまのデザイン！

平岡夫妻、白馬セミナーにて　

　　　　　　　　　（礼愛ちゃんは、お腹の中で９ケ月！）
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主党政策調査会　清野順子　ホームスクーリング

の国会での動きについて（「義務教育」をめぐる

法律面での論争）● 14 号　Ｐ 22　スコット・

サマービル「自由への戦い」● 32 号　Ｐ 8　国

政からのエール　Ｐ 13「これまでの会員の総数

3200 名」● 34 号　Ｐ 61　対談　国会へ行こ

う！防衛副大臣　北村誠吾　自民党副幹事長●

37 号　チアスペシャルインタビュー　阪神タイ

ガース（現在、ソフトバンク）ジェイソン・スタ

ンリッジ選手　有名人ホームスクーラーの意見・

コメント● 41 号　学校・教育委員会との接し方

講座（第四回）←必読！です！●教科書　りか 1、

2、人体の不思議発見

＜準備して持って行った記事＞

● 4 号　Ｐ 72　みよし石鹸社長　三木晴雄　ビ

ジネス、教育、そして人生の「道」は聖書にあり

● 13 号　Ｐ 50　山陽新聞　家庭欄

2003.11.25　目指すは「心の教育」

－チャーチスクール 　岡山県内初開校

　サムエル国際基督教学園● 16 号　

P85　森川幸紀雄「なぜ人を殺しては

いけないのか」● 25 号　P88　スー

ザン・ビ－ティ　「家庭教育の効率的

なマネージメント」● 31 号　P22　

イスラエル・ウイン「社会性とは」●

33 号　Ｐ 7　スコット・ソマービル　

ホームスクーラーたちの就職戦線は？、

Ｐ 21　ドキュメント　チア・国会へ行

こう！● 34 号　Ｐ 61　対談　国会へ

行こう！厚生労働大臣　小宮山洋子　

参議院議員　ツルネンマルティ● 35

号　P48「チーム USA、山口つよし

内閣府副大臣とのミーティング開かれ

る」　　　　　　　　　　　平岡真実

＋＋＋＋＋＋＋

（稲葉より）

　うれしいご報告、感謝です。とても

良かったですね。また、しっかりと準

備して臨んでくださり、うれしく思い

ました。我が家も今回、ジョセフの住民票を東村

山に置いてみて、教育委員会（１回）、校長面談

（１回）と行いました。こちらも、主の助けの中

で、順調に進みました。平岡さんのレポートも一

部、ニュースレターで紹介しようかと思いますが

いかがでしょうか。

　礼愛ちゃんの誕生もおめでとうございます！良

かったら写真送ってください。お母さんに抱っこ

されている感じ、すごく元気そうで、たくましい

感じですね。軟口蓋裂の症状ということで、回復

を祈りますね。僕の従兄の子どもさんが、似た感

じだったと思い出しました。その赤ちゃんのお陰

で、私の叔父叔母夫妻を含めて、イエス様のこと

ばを少し書いて送る機会となりました。最近、会

ってないので、平岡さんと礼愛ちゃんが思い出さ

せてくれましたよ。従兄の名前はＣくん。Ｃ君フ

ァミリーの救いも覚えてくれれば感謝です。でき
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ればコンベンション、終わった頃でも訪ねてみよ

うかと思いました。青森市に住んでいます。礼愛

ちゃんの授乳や健やかな成長を心から祈ります

ね。きっとイエスさまや多くの人々を愛し続ける

素晴らしい女性になるのだと思います。育児休暇

もすごいですね！　ますますの祝福を祈っていま

す。うれしいニュース、本当に感謝です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　礼愛（れいあ）の生まれたときの写真を送付し

ます。12 月 20 日　8 時 31 分、3118g。

　名前は詩篇 116：1 からです。

「私は主を愛する。主は私の声、私の願いを聞い

てくださるから。」

　主を礼拝し、主を愛する子に育ってほしいとの

願いで名前をつけました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　平岡真実

＋＋＋＋＋＋＋

　とてもかわいいですね。この写真、最高です。

これ、何か月ですか？美人ですね。

　紹介の時は、軟口蓋裂の症状のことは触れない

方がいいですよね？そこはご両親のご希望に委ね

ます。祝福を祈っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲葉

＋＋＋＋＋＋＋

写真は２ヶ月半です (^^)。可愛いです。オヤバカ

ですね。軟口蓋裂の事は特に気にしていないので

掲載はお任せいたします。主のデザインと思って

います。アジアでは、軟口蓋裂は 500 人に一人

ということで多いみたいです。稲葉さんも身近に

おられたんですね。Ｃさんファミリーも神様を知

ることができるといいですね。また、お会いでき

ることを楽しみにしてます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　平岡真実

＋＋＋＋＋＋＋

　本当にかわいく、美しいです。神さまの創造は

素晴らしいですね。

　それでは、掲載の方向で書かせていただきます

ね。本当に感謝です。きっと多くの皆さんが励ま

されると思います。Ｃさんファミリーの場合は、

僕の従兄以上に、彼のお母さん（僕の叔母）が、「自

分が何か悪く、何らかが遺伝したのだろう」とも

のすごく自分を責めていた気がします。「主のデ

ザインと思っています」との真実さんのコメント

に、僕は、本当に感動しました。僕の叔母ちゃん

たちにも伝えたい。多くの皆さんが励まされるの

では…と思います。ハレルヤ！です。また、軟口

蓋裂に限らず、ほとんどの親御さんたちが、何か

の点で、自分の子どもたちについてネガティブに

思っているケースが多いと思うので、真実さんの

コメントは、全ての親たちへの励ましであり、チ

ャレンジだと思いました。また、お会いできるこ

とを本当に楽しみにしてます。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲葉
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★ソーシャルメディア断食レポート (Part3）★

★★★★★★★ 2 月 18 日  ★★★★★★★★

★こんばんは。今日もできました！ちょっと、勉強

の調べ物で使った以外は見ませんでした。最初はメ

ディア断食はそんなに苦しくなかったんですが、こ

こまできて、調べる事もないのにパソコンや iPad

を開こうとして、「あっ！今、断食中だ」っていう

のが多くなりました ( 苦笑 )。「ネットはたくさん情

報があって良く使えば便利だけど、今までは脇道に

それて時間を無駄にしていたな～ ( あと、１０分と

か思っていても気づいたら時間が経っていたりして

…)」と今回の断食を通して改めて気づかされまし

た。明日、明後日と家族でおじいちゃんのお見舞い

に行ってくるので、報告メールが送信できないと思

います。ネットがきてないのですみません。でも、

行っている間はテレビ以外の誘惑はないので、テレ

ビを見ないように頑張ります！！　　 藤原佑里子

➡よく分かる。僕もみんなに啓発されて、ネットの

チェックについて、自分を戒めているんだけど、い

らない情報をずいぶん見ていたなーと思い、反省し

ています。今回、みんなにチャレンジしたのだけど、

実は、自分が一番正され、

守られ、癒され、恩恵と

励ましを受けているので

は…と思っているよ (^^)。

時間やエネルギーの無駄

がカットできて、その分、

神さまに与えられた仕

事や家族の時間、成すべ

きことに集中できている

なーと思っている。佑里

子ちゃんをはじめ、みな

さんのコメントに励まさ

れ、奮い立つ力をもらっ

ている感じです。背後の

神さまに心から感謝しています (^^)。

　おじいちゃんに良き励ましができますように！孫

の佑里子ちゃんの一言一言や行動が、きっと宝石の

ことばのように心や魂に響き、おじいちゃんは、大

切にしまっておきたいと思いながら、感謝して聞い

たり、接したりしていると思うよ。おじいちゃん

が、その気持ちを表している時も、表してない時も

(^^)。　　                                               稲葉

★★★★★★  2 月 19・20 日  ★★★★★★

★おはようございます。今日は、響子がチアサポー

トスクールに出かけましたので、私からの報告にな

りますが、昨日は、13 分、守れました。励ましと

お祈りをありがとうございます。　　　  伊澤恵美

　

  ＊ 13 歳なので 13 分と決めて参加中。

★ Facebook を見るために携帯電話を見る習慣は

なくなり、今日も平和のうちに歩むことができまし

た。帰宅後に子供たちと会話する余裕もできていて、

2 月 11 日に行われたチアサポ－トスクール保護者会にて、ソーシャルメディア断食へのチャレ
ンジを呼びかけました。応答したチャレンジャーたちの感想・第三弾をお届けします！

ジョイランにて
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疲れや不要な情報に支配されていた２月１０日以前

とは段違いの快適さを今日も体感することができま

した。また、通勤途中や昼休みに読書する時間を選

択できました。大きな変化です。　　　　豊田肇

➡人生の限られた時間とエネルギーなので、大きな

ことですね。　　　　　　　　　　　　　　稲葉

★今日は 1 日スキー ( スノーボード ) でした。それ

でも、メディアはあらゆるところにありますが、誘

惑されたり、心を奪われたりすることが少なくなり

ました。^_^ 自然と目を背けることが出来るように

なり、神様が与えてくださっている 1 日の喜びや楽

しみを感じることが出来るようになりました。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A くん

★今日は息子は急遽スキーに出かけましたが、今日

もメディアやりませんでした。御言葉を読むと、よ

く心に入るし、メディアをやっている時は、読んだ

ものも忘れてしまったりしたけど、忘れないし、心

に残る、と言っていました。参加されている一人一

人にとって、苦しみ、痛みの、難行苦行ではなく、

神様の助けによって、喜びと感謝の経験となります

ように、私も応援してお祈りしています。　　　　      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B さん

★今日はとても恵まれた一日でした。 明後日に英検

の二次試験がありまして、面接の大まかな流れを確

認するため英検バーチャル試験というものをネット

から使いました。ちゃんと母親から許可をもらって

使いました。あとは何もしないでネットやめられた

ので良かったです。 みなさんのコメントから励まし

をたくさんもらっています。励まし合うってとても

いいですね！ みなさんともに頑張りましょう！　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村義也

★昨日は 13 分よりも 1 分多くなってしまいました

(-_-;) 今日はちゃんと 13 分守れるように頑張りま

す ( ｀・ω・´)　　　　　　　　　　　伊澤響子

➡とっても正直なコメント、嬉しかったです ^^。本

当に頑張っていますね！ゴールもうすぐです！応援

していますよ～！　　　　　　　　　　能登麻里

★昨日からチャレンジしています。昨日は生協のよ

うなものの発注５分で済みました。今日は、勉強に

ちょっと使ったのと、あと、明日のお出かけの下調

べをしましたが、印刷などバタバタしているうちに、

計 30 分位経過していました。寄り道する事は無か

ったので気分的にはすっきりですが、それでも、随

分時間がかかっていたんだな、と認識できました。

主がこんな機会や仲間を与えてくださった事、感謝

します。今日も娘と遊べて、また、突然の来客にも

いらいらしないで対応できました。では、また明日！

感謝しつつ。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C さん

★今日私が夕食を作っていたら、長男が昨日うれし

いことがあったんだと、こんなことを話してくれま

した。「最近、勉強はうまくいかないし、色々なこ

とで僕はだめだなぁと落ち込んでいて、どうしてイ

エス様は僕なんかの為に死んでくれたんだろうと思

っていたんだ。そうしたら、夕べ、ファイアースト

ームを観ていて、ケイレブのお父さんが『お前の罪

を赦したのは、ただ愛のゆえだ』と言ったのを聞い

て、イエス様は、僕の能力によらずにただ僕を愛し

てくれたことがわかったんだ。」と話しくれました。

我が家は、神様を求める２週間にしようと言ったの

は、私の掛け声だけかしら…と思っていたのです

が、このようにして神様が息子に答えてくれたのが

うれしかったので、メールしてしまいました。補足

ですが、我が家では、昨年の１１月頃から、娘の受

験が終わるまでＤＶＤは観ないでいようということ

にしていて（なんせ１階がワンフロアなものですか

ら！）、夕べは、私の了解を得て子ども達でファイ

アーストームを観ていました。チャレンジャーの皆

さん、ひとりひとりに神様の愛がますます注がれま

すように！　　　　　　　　　　　　　　D さん 
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★今日も頑張りました！今日は夜までたくさんの時

間勉強をしていた一日でした。もし今日と同じ状況

でこのメディア断食をしていない日だったら、絶対

パソコンをしていたと思います（時間があまりなく

ても）。でもこの断食をやって非常に変わった気が

します。今まではネットをすることが楽しかったん

ですが、今はネットをしないことが楽しいんです！

もう最高の気分です！ 明日も頑張ります！ 　　

                                                       中村義也

★昨日は教会で午前、午後 2 回聖会が行われ、1 日

中 Facebook だけでなくメールも通話も一切使用

せずに聖会に集中出来ました。ちなみに午後の部の

テーマは古い人（習慣）を脱ぎ捨てる！でした。今

までにない位メッセージが深く入って来ました。感

謝します。　　　　　　　　　　　　　　E さん

➡ピッタリの聖句だったね。感謝です。神さまのな

さることは本当に「時に適って美しい！」　稲葉

★★★★★★★ 2 月 21 日  ★★★★★★★★

★今日もメディアに触れずに 1 日を過ごせました。

メディアをやりたいとか、メディアのことを思い出

すことすらなくなってきました！本来は、メディア

は自分に必要なものではないということを、体験

しています。今は、個人的に、弱さを体験するシー

ズンに入っていて、メディアに逃げることができな

いので、主の取り扱いを大いに受けています ( 笑 )。

　でも、その中で、主に身を避けること、絶えず主

の言葉に耳を傾けることを学んでいます。ますます、

この世のことや、友だちのことばかりに気をとられ

るのではなく、神様と自分の関係にフォーカスして

いきたいです。　　　　　　　　　　　　A くん

★こんにちは！昨日おじいちゃんのお見舞いから帰

ってきました。おじいちゃんおばあちゃんと良い交

わりの時が持てたこと感謝します。その間も断食

できました！テレビを見ずにおばあちゃんと話した

り、おじいちゃんのお見舞いに行ったり ( 入院中な

ので )、2 日だけでもたくさん話せて良かったです。

今日も、今のところできています。本を読んだり、

将来の道について祈ったりする時間の余裕ができた

ことに感謝です！！笑　　　　　　　藤原佑里子

★今日も頑張りました！午後には若者の集会に参加

して、とても恵まれました！感謝です！メディア断

食、あと４分の１といったところでしょうか。最後

まで頑張りましょう！　　　　　　　　中村義也

★昨日一昨日と、メールを送れなくてすみません。

友達とスキーに行ってきました。日帰りでしたがす

ごく楽しい充実した時を過ごすことが出来ました

(*^ ◯ ^*)。比較的スマホを気にすることはなくなり

ました。今日は教会で奉仕のためパソコンを使いま

した。それ以外は使いませんでした。今日も神様に

感謝します！ Thank you God!　　　    波場瑛　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　＜次号に続く＞

ジョイランにて
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 【3月会計】    

  

  　　　収入                                          

  献金                   1,724,100                                                                 

  書籍・教科書　         　182,232             

　会費　                    81,000         

　広告　　　　　　　　　　  30,000

  DVD/CD、ビデオ等          32,966 　

  その他         　         26,351         

　　　                   2,076,649

        支出　  

  事務局経費　　         1,975,444                              

　通信運搬費　　            66,138              

  交通費　　　　　　　　　 206,731

　印刷費　　　　　　　　　 118,800

  DVD ＆商品仕入費　　　　  　　 0

　出版プロジェクト   　　　 41,887     

　                       2,409,000

 

    残高　　              ｰ 332,351                

  前期繰越　  　　　　　　 940,728 

  翌期繰越　  　         　608,377 

       ☆尊い献金、会費の送金を、

         心から感謝いたします。                            

　 　

　●チア・コンベンション2015
  　

大阪　2015 年 6 月 5 日（金）、6日（土）　

  　東京　2015 年 6 月 12 日（金）、13 日（土）

　●チア・サマーキャンプ2015
　　2015 年 8 月 13 日（木）ー 8月 15 日（土）

　●白馬セミナー2015
　  2015 年 11 月 19（木）－ 11 月 21 日（土）

チア・にっぽん カレンダー

チア・にっぽん事務局
〒189 − 0013  東京都東村山市栄町 1-5-4-103

TEL 042-318-1807  メール対応 FAX 03-6862-8648

    メール　office@cheajapan.com

★白馬セミナー講演・分科会CD・DVD★

　50 講演を収録した白馬講演 DVD（コンピューター用・

mp3 版）には、特典としてデボラベル博士、ジョイス・

イノウエさんらの講演のパワーポイントデータも入っ

ています。お申込みは、チアホームページ、またはチ

ア事務局へ！　定価 6800 円（税込）

　　　　　～チア HOPE 主催～　

スポーツフェスティバル
　　　　　　　７月１３日 （月）

　代々木オリンピックセンター体育館

午前　バスケット

午後　ホームスクールファミリーの

      　 団体スポーツ
連絡先 :

 辻　奈央子➡ miffy2020@hotmail.com

   ＊詳しくはメールでお問い合わせ下さい


